
W e b に よる物品再利用掲示板の構築

工学部 ･ 工学研 究科技術部 計測 ･ 情報シ ス テ ム グル ー プ 梅 田直明

1 . は じめに

現在 ､ 法人化 を迎え学部 ･ 研究科 内の 各組織にお い て 予 算の 削減を避 け る こと が で き な

い 厳 し い状況を迎 えて い る . ま た ､
工学部 ･ 工 学研究科内にお い て ま だ利用価値が あ る物

品 であ るにも関わ らず使用されず に保管され て い る物や保管する場所 の 問題か ら廃棄処分

されて い る の が 現状で あるD

こ の こ とか ら こ れ ら の 問題 を少 し で も軽減す るた め の 対 策と して ､
工学部 ･ 工 学研究科

事務部 ( 以下事務部) の発案に よ り物品 を再利用 する シ ス テ ム を 導入す るこ とにな っ た o

こ の シ ス テ ム を導入 する こ と によ るメ リ ッ トと して は ､ 研 究室 レ ベ ル で は物品 の 購入 に関

して は学外か ら の 購入 以 外に他研究室等 か ら の リサ イク ル 品を安価 ある い は無償 で 入 手 で

き ると い うこ と ､ 物品 の排 出に 関して現在は廃棄 の み である が他研究室等に売却す る こ と

に よる新た な収 入仮 の 発 生 ､ 無償提供 の 場合にお い て も本来廃棄 す る予 定 の 物品 を再利用

す る こ とに よ る廃棄物 量削減 に伴う環境対策に 寄与す る こ とが で きるo 次に学部 . 研 究科

レ ベ ル で み る と学部 ･ 研究科内に新た に マ ー

ケ ッ トが発 生 する こ と で ､ 物品 の購入 に関 し

て は学外 か ら の 新規購入 費用 の 削減 ､ 物 品 の 排 出に関 して は廃棄物量 が減少す る こ とに よ

る廃棄物処理費用の 削減と環境対策 - の 貢献に繋が ると い う こ とが い える o

そ して 現在 ､ 事務部 より物品再 利用 シ ス テ ム の 利便性 と い う観 点か ら シ ス テ ム の 窓口 的

役割を担う物品 再利用 を目的と した W e b 掲示板 の 作成依頼があり ､

一

刻も早 い 運用 を目指

して 作成 中で ある o 本報告で は W e b 掲示板作成に お い て の 言語 の 選 定 か ら管理 運用 に つ い

て
､
また

､ 運用後 の構想に つ い て も言及する D
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図 1 . シ ス テ ム 導入後にお ける物品の フ ロ
ー
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2 . W e b 掲示板の 作成につ いて

W e b 掲示板 を作成する には表示 するだけの 静的な べ - ジで はなく ペ ー ジ訪問者が書き込

んだ文字な どの 入力に対 して 変化する動的なべ - ジ を実現 しなく ては ならない ｡ こ の 動的

なべ - ジを実現す る手段と して はブラウザで動作する J a v a S c rip t 言語 ､
サ ー バ ー

で動作す

る C G I ( C o m m o n G a t e w a y l n t e r 払c e) や S SI (S e r v e r Sid e l n cl u d e) な どの 技術がある ｡

今回は W e b 掲示板の 作成 は初 めてとい う こともあり C G I の中で も古く( 参考図書が 多い) ,

テ キ ス ト処理能力に優れて い ると い う P e rl 言語 を選択 した ｡ P e rl 言語で 実現できる機能等

は無数に あり ､ 演算や文字等の検索か ら画像や グラフ の 作成な どもできる ｡ こ の P e rl 言語

を用 い た現在の 作成環境と 実際に運用予定 して い るサ ー バ ー の 動作環境に つ い て は以下に

示す｡

作成環境

ハ ー

ドウ ェ ア ･

ソ フ トウ ェ ア ･

･ P C/A T 互換機

･ O S : W i n d o w s X P H o m e E diti o n

W e b サ ー バ ー ソ フ ト : A N H T T P D ( 1 .4 2 p) ( フ リ
ー ソ フ ト)

C G I : A cti v e P e rl (5 . 6 . 1) ( フ リ ー ソ フ ト)

サ ー バ ー の動作環境

ハ ー ドウ ェ ア ･ ･ ･ P C /A T 互換機 ( リサイ クル 品)

ソフ トウ ェ ア ･
･ ･ O S : W i n d o w s 2 0 0 0 P r of e s si o n a l ( リサイ ク ル 品イ ン ス ト

ー ル 済)

W e b サ ー バ ー ソ フ ト : A p a c h e (2 . 0 . 5 9
_
W i n 3 2) ( フ リ

ー

ソ フ ト)

C G I : A cti v e P e rl ( 5 .6 . 1) ( フリ
ー

ソフ ト)

今回使用 した P e r15 は手続き型とオブジ ェ ク ト型の どちらの プ ロ グラム で も動作す るが ､

オブジ ェ ク ト型に比 べ 理解しやすく ､ 今回作成の W e b 掲示板は小規模という こ とか ら手続

き型で作成中で ある｡ デ ー タ の 保存に つ い てはデ ー

タ ベ
ー

ス を利用せず書込 されたデ ー

タ

をテ キス トフ ァ イ ル に保存 して こ の テ キ ス トフ ァ イ ル か らデ ー

タ を取りだ して表示す る形

で実現 してい る｡ W e b 掲示板 の 内容と しては トッ プ画面とそ の他 に売却 ･ 購入の それぞれ

につ い て入力 フ ォ ー ム 画面 ､ 掲示 の 一

覧画面､ 掲示 の詳細画面 ( 売却 の み) を用意 して い

る｡ 各画面の 主な機能に つ いて は以下で紹介す る｡

W e b 掲示板 の 主な機能

トッ プ画面 ･ ･ ･

日付 の表示 , 各掲示板の 書込件数を表示 ､ 最終書込の 登録 日を表示

フ ォ ー ム画面 ･ ･ ･

必 須項目漏れ に対す る エ ラ ー 表示

一

覧画面 ･ ･ ･ 登録日 の表示 ､ 掲示の 削除､ 新規登録を常に上 に表示 ( 通常は 下に表示)

詳細画面 ･ ･ ･ 登録画像の表示

-
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また
, 現在作成中である W eb 掲示板の

一

部を図 2 に示 す｡
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図 2 . 物品 の 再利用を目的と した W e b 掲示板

3 . 管理運用 体制

サ ー バ ー 向け O S であ る U N I X 系で は コ マ ン ドで操作する C U I( C h a r a ct e r U s e r l nt e rf a c e)

が 主体となり掲示 板を管理す るため には C U I 操作が必 要にな っ てく るo こ れに対 して O S

を W i n d o w s にする こ と で ポイ ンテ ィ ン グに よる G U I( G r a p hi c a l U s e r l nt e rf a c e) 操作に なり

管理者適正 の 幅が 広が る こ とに なるo こ の こ とか ら書込デ ー タ の バ ッ ク ア ッ プ作業 , 利用

者が掲示 の 削除 に必要 なパ ス ワ ー

ドを忘れ た場合 の 削除 の 代行 などの 管理 業務を事務部で

行うこ とに より生 じた時間を新たな機能 の 追加作業や不具合 の 修正 を行う時間 に充て る こ

とで より便利な掲示板 ､ より安全なサ ー バ ー を目指すと い うもの で あるo

4 . 運用後に つ い て

運用 開始時 の サ
ー

バ
ー

構 想 で は 管 理 運 用面 や リ サイ ク ル 晶と い う こ と か ら O S に

W in d o w s を用 い る予 定であるが ､ サ ー バ ー と して の セ キ ュ リテ ィ 面では U N I X 系 O S の 方

が確立され て い るた め , 現在の機能に W e b 上 で管理 で きる機能を付加す る こ とで事務部 ､

技術部の 管理運用体制を変え る こと なく U N I X 系サ ー バ ー

- 移行す る こと も視野 に入れて

い る｡ また､ 現在 の ハ ー

ドウ ェ ア はリサイ ク ル 品 と い う ことか らす で に消耗 して い る こ と

や接続率が高く な っ た場合の サ
ー バ ー

の性能 か らく る レ ス ポ ン ス の 低下も考えられ る ため

ハ
ー

ドウ ェ ア の交換も念頭に入れ運用 を行 っ て いく予定で あるo

｢ 参考図書｣

P e rl の絵本 ､
ア ン ク

, 朔泳社

か んた ん P e rl/C G I 入 門 ､ 紙谷歌寿彦 ､ 秀和 シ ス テ ム

C G I/P e rl 作り方入 門 ､
E E N T

､ 技術評論社
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